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CE Loan保証協会による中小企業融資のデジタル化
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前段：解決しようとしている課題は何か？
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保証協会保証付融資は、中小企業金融の根幹を支えている制度。一方で紙・人手をベースと
する従来の申込プロセスでは、借り手・貸し手（金融機関）双方に大きな課題が存在している

 保証協会融資残高の推移     従来型の申込プロセスのペインポイント

● マクロ環境を踏まえ、営業現場
（支店）の人数は減少傾向

● 一方、コロナ影響による急激な融資
申込増加により「現場はパンク寸前」

● 現状の人手を介した紙ベースの契約書
受入では、不備率は8割に上り*、
生産性の改善が急務

出所:  全国信用保証協会
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● 申込みに多数の情報収集が必要。
「申込に至らず離脱する」ケースあり

● 大量の紙ベース資料の作成が必要で、
申込までに「時間がかかる」。間に合
わずに資金が尽きるケースも

● 必要書類の収集、記入方法が複雑であ
り、申込未経験者が単独で書類を準備
するのは「敷居が高い」

出所:  金融機関・中小事業者へのインタビュー
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ソリューションの全体像（1/2）
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弊社提供の2つのサービスにより借入人・金融機関・保証協会に至るプロセスをデジタル化。
これによりユーザー（借入人・中小事業者）は一気通貫にて、オンライン申込が可能に
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①金融機関宛、
　必要書類提出

②’書類内容の
確認、問い合わせ等

（一部制度融資）
自治体の認定書取得

④協会内 
　審査 

⑤審査結果
　回答

⑥貸出実行

CE Loan保証協会

③必要書類
　提出

②書類内容確認/
   一次審査

保証協会電子受付システム*

API連携 

*全国51の信用保証協会が信用保証申込手続きの電子化を進めるため、全国信用保証協会連合会が事務局となり構築されたシステムです。
   弊社の「CE Online Lending Platform」が実装されています
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ユーザー（借入人）から金融機関への申込プロセスについて、スマホやPC上で完結が可能に。
クラウドサービスをホワイトレーベルとして金融機関に提供中

借り手（中小事業者）側サービス     貸し手（金融機関側）サービス

ソリューションの全体像（2/2）

● 完全オンラインでの申込

● 必要書類の確認・アップロード

● チャットでの相談機能（書類の書き方、

不備の指摘等）

● 申込書類の自動生成機能

● 申込受付・書類審査フローをデジタル化

○ 書類受付、内容確認

○ 顧客別のステータス管理

● 担当者毎のID付与・支店アカウント体系

● 申込・管理情報のレポート機能
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本ソリューションの強みと導入の効果
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”...非常にたくさんの相談や申し込みをいただきましたが、その中
でもなんとか金融機関としての使命を果たすことができたのは、
こういったシステムのサポートもあったからだと思っています...”

“...融資期間のスピード感は大きく変わったと思います。申込みを
オンライン化したことで、物理的な書類の行き来の数も減り、
これまでに比べておよそ5営業日程度は縮まっていると思います...”

“...チャット窓口により、チャット上でのこれまでのやり取りの
記録化が可能となったことで、ステータスや相談内容を把握しや
すくなり、スムーズな回答が実現できました...”

“...日々のやり取りではメールや電話、対面が多い中で非対面の
チャットというものを導入した時に、抵抗感なく使ってもらえる
のか。どの程度の需要があるかはおそるおそる挑戦したというこ
とはありました（中略）しかしいざ導入してみると、抵抗感なく
スッとご利用いただき、「やり取りがスムーズで相談しやすいで
すね」とお声をいただいたこともありました...”

弊社掲載記事より抜粋

● 協会融資を一気通貫で申請できる、
サービス提供が可能な唯一の事業者*

● メガバンク他トップ金融機関で
利用実績あり、圧倒的な信頼性

● デジタルリテラシーに依拠せず、
年配の中小企業経営者も利用可能な
シンプルなUI/UX
○ 高年齢層もスマホで申込が可能
○ “LINE感覚”で金融機関ご担当

との会話が可能

本ソリューションの特徴 導入事例：三菱UFJ銀行さま

*弊社調べ

リードタイムの長い協会保証付融資の申込が一気通貫で行える現状唯一のサービス*。かつその
サービス水準、UI/UX等については導入済のメガバンクでも高い評価を受けている
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導入行の増加
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さらにメガバンク1行で追加導入済。インパクトは拡大を続けている

出所:  弊社プレスリリースより抜粋
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（ご参考）弊社の強み
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受賞理由
近年ファイナンスの手段が多様化する中、クレジットエンジン社の提供する
オンライン融資管理システムは法人個人問わず「融資」の概念に大きなイノ
ベーションを引き起こしております。これらの変革は我々銀行のファイナン
スにも今後大きく影響を与えてくるものであります。　

当プロダクトの独自性及びこれらを提供する当社のノウハウを高く評価させ
ていただき、「Mizuho Innovation Award」を贈呈させていただきます。”

出所:  弊社プレスリリースより抜粋

本邦”初”のオンライン融資事業者としての経験・機能性、
及び日本を代表する大手金融機関との協働実績を基に最先端の融資サービスを提供

● 本邦”初”のオンライン融資サービス
LENDYを提供。以降7年間に渡り、
日本のオンライン融資領域における
スタンダードを提供してきた実績

● 日本を代表する大手金融機関
サービスへの採用実績、及びDX
パートナーとしての協働開発実績

● 単なるITスタートアップではなく、
自らがライセンス（貸金業・債権
回収管理業）を持つ金融機関である
ことを活かした新規サービス開発力

    弊社の強み
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中小事業者 保証協会融資

法人

個人

住宅ローン 消費性ローン

リリース準備中

カードローン

複数社検討中

教育ローン

複数社検討中

Lending Servicing

スタートアップDebt

当座貸越

リース

※掲載企業についてはリリース準備中のものを含みます

（ご参考）導入実績
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今後の展開（都内）
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導入が進めば、中小企業金融に大きなインパクトが望めるサービスだが導入は未だ3行のみ。
残る45*の金融機関及び東京都様とも連携し、デジタル化拡大を図りたい

● 都下の金融機関において、導入済・導入中
は3行にとどまっており、その他の銀行・
信金・信用組合等、未導入の金融機関は
多数存在

● 次回不況が訪れる前に導入先を増やすこと
が引いては中小企業金融の活性化に繋がる

● また東京都様との連携で「自治体認定書」
取得部分のデジタル化連携も目指したい

都内金融機関へのアプローチ状況

*金融庁HPより都内登録の地域金融機関、信金、信組をカウント
出所:  金融庁

総計: 48社* リリース済/導入中
　　　　　計3社

未導入：計45社

    足元の課題と今後の方向性
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今後の展開（全国）
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都内で規模を拡大した後に、その後他地域や領域へも提供を広げていきたい

● 東京が「全国初」としてデジタル化を開始し
た分野。各地展開にはまだ時間がかかる

● 都内金融機関で実績を拡大しつつ、その勢い
を全国の金融機関に広げていくことができる

● なお本件は海外進出成長資金等、グローバル
に進出する中小企業のアウトバウンド活動を
後押しするインパクトが出せる仕組
（国際性）

東京が全国に先駆けてデジタル化を推進可能な分野
弊社としても本金融賞をきっかけとして、全国の中小企業金融のあり方を変えていきたい

出所:  日経新聞
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Appendix.
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Our Mission
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“かす”をかえる。“かりる”をかえる。

資金調達は面倒くさい。借り手にとっても、貸し手にとっても。

テクノロジーとデータにより、個人や事業者の信用が早く正確に評価されるようになれば、融資という
サービスが優れたUI/UXで提供されるようになれば、個人や事業者の資金調達はもっと手間なく、必要
なときに必要なだけ調達できる、ストレスのない世界を作ることができる。

そうすれば、個人はお金の心配を減らすことができ、事業者は本業に集中することができるようにな
る。ひいては世の中のお金が機動的に流れるようになり、経済活動をもっと盛り上げることができる。
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事業内容
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2016年にオンライン融資サービス“LENDY” を創業、
現在は金融機関向けのレンディングプラットフォーム“Credit Engine”がコア事業

 創業：LENDY事業（2017年〜）     コア：Credit Engine事業（2019年〜）

国内”初“となる、個人事業主及び中小事業者向けオン
ライン融資サービスを自社にて展開（貸金業）

● オンライン融資サービス：
LENDY

● オンラインファクタリングサービス：
LENDYファクタリング

金融機関向けにオンライン融資プラットフォームを
提供

● オンライン融資オペレーティングシステム
：Credit Engine Platform

● クラウドサービスのデータ連携：Credit Engine 
DataHub

● 与信モデル構築
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中小事業者 保証協会融資

法人

個人

住宅ローン 消費性ローン

リリース準備中

カードローン

複数社検討中

教育ローン

複数社検討中

Lending Servicing

スタートアップDebt

当座貸越

リース

※掲載企業についてはリリース準備中のものを含みます

導入事例
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Lending

SaaS 受託 買取

概要

事例

延滞初期の督促の省力化のため
のシステム導入

債権者は金融機関様のまま、
サービサー／弁護士による
回収受託

債権をサービサー／SPCで買い取
る。延滞中期以降のオフバラ
ニーズに対応
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某債権回収会社（実装中）

某債権回収会社

某Fintech企業（実装中）
某Fintech企業（内定）

貸金業者（実装中）

（PoC）

（PoC）

メッセージアプリ系金融会社

導入事例
ServicingServicing


